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T 細胞の補助刺激受容体 CD28 の細胞内領域と、さらに下流にシグナルを伝達する SH2 との分子間相互

作用に着目して本研究を行った。今年度は Phosphoinositide 3-kinase の調節サブユニットにある２つの

SH2 のうち、N 端側の nSH2 の 15N-ラベル化試料の調製と 15N/1H 二次元 HSQC 測定、さらに nSH2
結合部位を含む 12 残基からなる CD28 ペプチドの滴定 HSQC 測定を行った。その結果、nSH2 単独時

の HSQC スペクトル上で、比較的良好なシグナルを観測し、さらに CD28 ペプチドを対 nSH2 モル比で、

0.2、0.5、1.0、2.0 当量となるよう加え、各 HSQC スペクトル上で、個々のシグナル変化を観測した。 
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